
豊明市家庭系ごみ減量化実施計画（概要版） 

 

１ 豊明市家庭系ごみ減量化実施計画とは 

  「ごみの減量化」、「市民負担の公平性の確保」及び「財政負担軽減」を目

的として豊明市におけるごみ減量化に向けた施策、目標等について定めるも

のです。 

 

２ 計画の基本方針 

  平成２９年度の１人１日当たりの家庭系ごみの量（資源を除く）５０３ｇ

を基準とし、平成３４年度（２０２２年度における同数値の２０％削減を最

終目標として、（資料）のとおり各年度における中間目標を定めます。平成３

２年度（２０２０年度）の中間目標である１０％が達成できない場合及び平

成３４年度（２０２２年度）の最終的な減量化目標である２０％が達成でき

ない場合には、ごみ処理手数料の有料化の実施を検討することとします。 

 

３ 本市の状況 

平成２９年度と平成２４年度の家庭系ごみの量を比べると、ごみの総量は 

減少していますが、可燃ごみは１．７％増加しています。また、資源の量が 

大きく減少していることもあり、リサイクル率は６．４％減少しています。 

 

４ 今後取組むべき施策 

本計画において、今後豊明市が取組むべきごみ減量化のための施策として、

「市民、事業者、行政の協働」「市民へのより効果的な啓発の実施」「食品ロ

スの削減」「資源回収品目の徹底等」「事業系ごみの適正処理」「生ごみ、草木

の減量化と資源化」「ごみ処理手数料の有料化の検討」について定めています。 
 

（資料） 

年度 
一人一日当たりの家庭系 

ごみの量（ｇ）（※） 

各年度における 

減量化目標 

 

平成２９年度 ５０３ － 
 

平成３１年度 

（２０１９年度） 
４７９ ５％ 

 

平成３２年度 

（２０２０年度） 
４５６ １０％ 

中間目標の達成

状況を判断 

平成３３年度 

（２０２１年度） 
４３３ １５％ 

 

平成３４年度 

（２０２２年度） 
４１０ ２０％ 

最終目標の達成

状況を判断 

※一人一日当たりの家庭系ごみの量のうち可燃ごみの量が減った場合の量 


